
R7 魚津市のコミュニティ・スクール⑤

5/23(金)に第１回学校運営協議会が開催されました。６年度に引き続き、
会長に本元委員(道下地区振興協議会 会長)、副会長に住田委員(道下地
区民生児童委員協議会 会長)が選出されました。

校長の長崎委員から、学校要覧や学校だよりを基に、学校運営方針の説
明がありました。その中で、「ふるさとから学ぶ教育」を重点の一つに掲げ、
具体的には道下コミュニティセンターとの連携した取組みを大切にしたい
との話がありました。他の委員からは、「コミュニティセンターのサークル
活動が充実しており、親としていろんなことを体験させたい、ぜひ継続し
てほしい」「これだけ豊富な種類の活動は珍しい」との意見がありました。

学校だよりにも「地域とともにある学校 ～地域で支えられて育つ子供
たち～」と題して、コミュニティ・スクールの意義や地域と学校との協働活
動への協力・支援について記載されていました。

道下小学校

学校運営方針 グランドデザイン

学校だより 第１号

縦割り遠足や１４歳の挑戦等でお
世話されている委員から、「地域の
大人が積極的に子供に声をかける
ことが大切」との意見がありました。
意見交換の中で「子供の安全」につ
いて話題となりました。

子供の安全について、「一人で子供が歩く姿は少なくなった」「地域の活
動の行きかえりについて、どこまで段取りすればよいか迷うことがある」
「道下地区のまちづくり委員の中に安全を担当する部会がある。ぜひ、夏
の通学路点検の際に委員に声がけしてほしい。連携して取り組みたい」な
ど、具体的な意見、提案が出されました。


